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平成 23 年 3 月 23 日に開催した平成 22 年度第 10 回公立大学法人静岡文化芸術大学経営審

議会の結果は、次のとおりである。 

 

１ 議案 

（１）第 1号議案 平成 23 年度公立大学法人静岡文化芸術大学年度計画（案）について 

  ア 趣旨 

    平成 23年度の年度計画について、案のとおりとする。 

  イ 主な意見 

・県西部地域にある大学なので、県西部という地域をもう少し強く意識してほしい。 

  ウ 審議結果 

    全員の同意により議決された。 

（２）第 2号議案 平成 23 年度公立大学法人静岡文化芸術大学事業方針（案）について 

  ア 趣旨 

教育の充実、学生支援の充実、研究の推進、地域貢献及び国際交流の推進並びに業務運

営の改善の５項目を柱として平成 23 年度事業方針を案のとおりとする。 

  イ 主な意見 

    特になし 

  ウ 審議結果 

    全員の同意により議決された。 

（３）第 3号議案 平成 23 年度公立大学法人静岡文化芸術大学事業計画（案）について 

  ア 趣旨 

法人運営管理、教育研究、大学広報及び学生募集等法人の平成 23年度の事業計画を案の

とおりとする。 

  イ 主な意見 

・入学金の県内と県外者の在住起算日の取扱いについては、4月 1 日とすることを検討し

たらどうか。 

  ウ 審議結果 

    全員の同意により議決された。 

（４）第 4号議案 平成 23 年度公立大学法人静岡文化芸術大学収支予算（案）について 

  ア 趣旨 

総額約 246 千万円となる平成 23 年度の収支予算を案のとおりとする。 

  イ 主な意見 

特になし 

  ウ 審議結果 

    全員の同意により議決された。 

（５）第 5号議案 「公立大学法人静岡文化芸術大学職員就業規則」の一部改正について 
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  ア 趣旨 

負傷等による特別休暇の取得期間の上限等について、国及び地方公共団体の状況を勘案

して改正する。 

  イ 主な意見 

特になし 

  ウ 審議結果 

    全員の同意により議決された。 

（６）第 6号議案 「公立大学法人静岡文化芸術大学期間契約職員就業規程」の一部改正につい

て 

  ア 趣旨 

    民間の給与状況を勘案し、期間契約職員の特別給について改正を行う。 

  イ 主な意見 

    特になし 

  ウ 審議結果 

    全員の同意により議決された。 

（７）第 7号議案 「公立大学法人静岡文化芸術大学非常勤職員就業規程」の一部改正について 

  ア 趣旨 

    民間の給与状況を勘案し、非常勤職員の特別給について改正を行う。 

  イ 主な意見 

    特になし 

  ウ 審議結果 

    全員の同意により議決された。 

（８）第 8号議案 次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画の策定について 

  ア 趣旨 

平成 23 年 4 月 1 日からの４年間を計画期間として、雇用環境の整備に関する事項等３項

目の目標を内容とした一般事業主行動計画を策定する。 

  イ 主な意見 

・ワーク・ライフ・バランス等に関する講座の実施(目標 3)については、23 年度に検討

するのではなく、実施すべきではないか。 

  ウ 審議結果 

    全員の同意により議決された。 

 

２ 報告事項 

ア 趣旨 

東北地方太平洋沖地震への対応について、在学生の安否確認、後期入学試験の追加試

験実施、被災地域居住者の入学意思確認等の対応を行った。今後、被災状況等を確認し、
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他大学の対応状況を踏まえて授業料の免除等を検討する。 

 イ 主な意見 

・東海地震も来るといわれて久しいが、授業時に発生した場合のマニュアル等の見直しも

必要ではないか。 

 


